
病院の理念 私たちは、個人の人格を尊重し、思いやりの心をもって信頼される全人的医療を実践します。
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下記の日時に行いますので、お気軽にご利用ください。

診療棟正面ホール 相談コーナー

月～金曜日（祝日を除く）
8時30分～17時15分

※当院職員にお声掛け願います。

日 時

場 所

総合相談窓口のご案内

常 勤

非常勤

お問い合わせ

採用情報

人事課（電話：0748－62－0234（代表））

特集

災
害
拠
点
病
院
っ
て
、
そ
も
そ
も

何
で
す
か
？

「
災
害
拠
点
病
院
」
は
、
大
き
な

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
た
く
さ
ん

の
ケ
ガ
人
や
体
調
不
良
の
方
を
受
け

入
れ
て
治
療
す
る
た
め
の
中
核
病
院

の
こ
と
で
す
。

甲
賀
市
・
湖
南
市
で
は
、
公
立
甲
賀

病
院
が
そ
の
役
割
を
担
い
、
い
ざ
と

い
う
時
に
地
域
住
民
の
命
を
守
る

“
砦

”
と
し
て
、
日
々
備
え
を
重

ね
て
い
ま
す
。

な
ぜ
甲
賀
市
・
湖
南
市
に
そ
の
役

割
が
必
要
な
ん
で
す
か
？

甲
賀
・
湖
南
市
の
医
療
圏
を
担
う

の
が
当
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療

圏
と
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
需
要

に
応
じ
て
、
病
院
や
診
療
所
の
病
床

を
整
備
す
る
地
域
的
単
位
で
、
医
療

法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
都

道
府
県
が
制
定
し
ま
す
。
災
害
時
も

同
じ
く
地
域
医
療
の
「
要
」
と
し
て

活
動
し
ま
す
。
甲
賀
市
・
湖
南
市
は

山
間
部
も
多
く
、
災
害
時
に
は
交
通

が
遮
断
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

公
立
甲
賀
病
院
は
地
域
全
体
（
甲
賀

医
療
圏
／
甲
賀
市
・
湖
南
市
）
の
安

心
を
支
え
る
存
在
で
す
。
ま
た
、
災

害
時
に
近
隣
市
町
か
ら
搬
送
さ
れ
る

患
者
を
受
け
入
れ
る
役
割
も
あ
り
、

そ
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
公
立
甲
賀
病
院

に
つ
い
て
知
っ
と
こ
う
か

看護師、助産師、診療放射線技師、社会福祉士、
薬剤師（経験者）、管理栄養士（経験者）、
介護福祉士

看護師、助産師、病棟クラーク、栄養士
メディカルヘルパー、医師事務作業補助者

災害・緊急時でも当院を受診される際は、診察カードをご持参ください（お問い合わせの際にもお手元にご用意ください）

～
職
員
の
皆
様
へ
～

「
病
院
か
ら
、
被
災
地
へ
。
い
の
ち

を
守
る
力
を
、
私
た
ち
の
手
で
。

DMAT

（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
メ

ン
バ
ー
募
集

！
」

D
M
A
T

は
、
災
害
時
に
迅
速
に
派
遣
さ

れ
、
医
療
支
援
を
行
う
専
門
チ
ー
ム

で
す
。
医
師
や
看
護
師
が
構
成
し
、

被
災
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
や
応
急
処
置

を
行
い
、
地
域
医
療
と
連
携
し
て
多

く
の
命
を
救
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
で
は
公
立
甲
賀
病
院

D
M
A
T

も
現
地
へ
派
遣
さ
れ
、
現
地
の

医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
被
災
者

へ
の
医
療
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！
医
師
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
検
査
技
師
、
放

射
線
技
師
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、

事
務
職
員
・
・
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
活
か
し
て
、
被
災
地
に
希
望
を
届

け
ま
し
ょ
う
。

参
加
メ
リ
ッ
ト
：

•

専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
災
害

時
対
応
ス
キ
ル
が
身
に
つ
く

•

チ
ー
ム
で
動
く
中
で
、
医
療
連
携

力
・
判
断
力
が
飛
躍
的
に
向
上

•

ど
ん
な
状
況
で
も
動
け
る
、
自
信
と

誇
り
を
手
に
入
れ
ら
れ
る

•

病
院
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が

り
、
視
野
が
大
き
く
変
わ
る

も
し
も
の
と
き
、
あ
な
た
の
行
動
が
、

未
来
を
救
い
ま
す
！
一
歩
踏
み
出
す

勇
気
が
、
被
災
地
を
支
え
る
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
、
ど
ん
な
準
備
が
さ
れ
て

い
る
の
？

•

傷
病
者
・
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
医
療
設
備
や
ベ
ッ
ド
の
確
保

•

非
常
時
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
と
定
期

訓
練
の
実
施

•DMAT

（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
の
派

遣
体
制

•

非
常
食
・
水
・
医
薬
品
な
ど
の
備
蓄

•

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
の
構
築

こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定

し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
院
職
員
も
災
害
に
備
え
て
訓
練
し

て
い
る
ん
で
す
か
？

は
い
。
災
害
発
生
時
に
迅
速
か
つ
冷

静
に
動
け
る
よ
う
、
医
師
・
看
護
師
・

医
療
技
術
者
・
事
務
職
員
な
ど
が
定
期

的
に
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
際
の
災
害
現
場
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
で
は
、
地
域
の
消
防

や
行
政
と
も
協
力
し
、
実
践
さ
な
が
ら

の
緊
張
感
の
中
で
対
応
力
を
養
っ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
市
民
が
で
き
る
こ
と
っ
て
あ

り
ま
す
か
？

ぜ
ひ
、
病
院
主
催
の
応
急
手
当
講
習
や

地
域
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
宅
で
の
備
蓄

や
避
難
経
路
の
確
認
も
大
切
で
す
。

「
備
え
る
」
と
い
う
意
識
を
地
域
全
体

で
持
つ
こ
と
が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
時
は
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
い

い
の
？
病
院
に
行
っ
て
も
い
い
？

職
員
の
皆
さ
ん
へ
、
感
謝
と
エ
ー
ル

を
込
め
て

公
立
甲
賀
病
院
の
全
職
員
は
、
普
段

の
診
療
だ
け
で
な
く
、
「
見
え
な
い

災
害
」
に
も
備
え
て
、
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
昼
夜
を

問
わ
ず
、
過
酷
な
環
境
の
中
で
地
域

住
民
の
命
を
守
る
最
前
線
に
立
ち
ま

す
。
そ
の
使
命
感
と
責
任
感
に
、

我
々DMAT

チ
ー
ム
も
心
か
ら
共
感
し

て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
ご
自
身
の
体
も
大
切
に
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
甲

賀
医
療
圏
を
支
え
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
職
員
の
存
在
が
、
地
域
の
安

心
の
源
で
す
。

原
則
は
、
市
が
指
定
す
る
避
難
所

（
学
校
、
公
民
館
な
ど
）
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ケ
ガ
や
体

調
不
良
が
あ
る
場
合
は
病
院
に
向
か

う
か
、
救
急
搬
送
を
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。

公
立
甲
賀
病
院
は
「
医
療
の
場
」
と

し
て
、
必
要
な
方
に
確
実
な
ケ
ア
が

届
く
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

最
後
に

「
こ
の
病
院
が
あ
る
か
ら
安
心
」

―
―

そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

公
立
甲
賀
病
院
は
こ
れ
か
ら
も
備
え
続

け
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
の

意
識
を
持
ち
、
病
院
・
行
政
・
地
域
が

連
携
す
る
こ
と
で
、
災
害
に
強
い
甲
賀

市
・
湖
南
市
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

災害訓練の様子

能登半島地震派遣時におけるDMAT活動の様子

活動拠点本部（公立能登総合病院） 出発式の様子

崩れた家屋道路が分断された集落への移動

模擬患者への診察情報収集班の活動

執
筆
者

：
公
立
甲
賀
病
院

D
M
A
T

隊
長

上
中

一
泰
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